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招 集 期 日 平 成 ３ １ 年 ６ 月 １ ２ 日 (水 ) 会議の場所 教育委員室 

会議の時刻 開会の時刻  午後 1時３０分 開 会 者 教 育 長 

及び宣告者 閉会の時刻  午後２時１５分 閉 会 者 教 育 長 

委 員 出 席 状 況 

氏 名 摘 要 氏 名 摘 要 

秋 本 文 子 教 育 長 出 席   平 野 博 之 委 員 出  席 

柿沼拓弥教育長職務代理者 出 席 岩 﨑 智 子 委 員 出  席 

 髙 瀬 賢 一 委 員 出 席   

議 事 参 与 者 及 び 

説明のための出席者 

川島学校教育部長 寺崎生涯学習部長 須永教育総務課長 矢野学校教育課長 

小島学校給食センター所長 岡田生涯学習課長 水野スポーツ振興課長 奥野図書館長兼郷土資料館長 

書 記 名 教育総務課総務係 横山  

会議事件名 て ん 末 

 

開 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第1 

前回会議録の承認 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

6 月定例教育委員会を開会 

 

教育委員会の会議は公開が原則となっているが、人事に関する

事件等について出席委員の3分の2以上の多数で議決した場合は

非公開とすることができる。本日の日程で非公開とすべき案件は

ないため、全て公開としてよろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

5 月定例教育委員会の会議録について諮った 

 

異議なしの声あり 

 

前回会議録は、承認された旨宣した。 

 

 

報告事項 1から 4について、学校教育課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

日程第2 

報告事項1 

令和元年度羽生市教

育委員会研究委嘱等

について 

 

 

 

 

 

報告事項2 

令 和 元 年 度 羽 生 市

「 学 力 ア ッ プ 羽 生

塾」の取組の様子に

ついて 

 

 

 

報告事項3 

令和元年度羽生市教

育研修センター研修

事業の開催について 

 

 

報告事項4 

羽生市英語推進地区

事業について (村君

地区) 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 昨年度から 2年間の研究委嘱をした新郷第二小学校、井泉小学

校、東中学校が、今年度その研究の成果を発表する。今年度は、

新郷第一小学校、川俣小学校に 2年間の研究委嘱を行う。また、

個人・グループ研究に対する研究奨励費を、昨年度から今年度の

2年間で羽生北小学校の教諭に、今年度から来年度の 2年間で手

子林小学校のグループに、それぞれ支給する。その他、緑化教育

研究を須影小学校に委嘱する。 

 

 

 塾生の人数は年々増加しており、今年度は、112 名の児童が参

加している。会場も 3ヶ所に増やし、5月 25 日に中央公民館、須

影公民館、三田ヶ谷公民館で開塾式を行った。教育長、学校教育

部長と各会場を視察したところ、講師の指導を受け、子どもたち

が一生懸命学習に取り組んでいる姿を見ることができた。今年度

は、各会場ともに全 25回の開催を予定している。 

 

 

 今年度も学校の夏季休業中に教職員の経験年数等に応じた6種

の研修会を開催予定である。既に各学校の受講該当者には案内を

しており、現在、申込を受け付けているところである。それぞれ、

充実した研修が行えるよう進めていきたい。 

 

 

村君地区は地域と学校との結びつきが強く、地域住民が学校教

育に協力的だが、児童数の減少、地域の後継者不足が課題となっ

ている。本事業の推進により、地域全体で国際理解について関心

を高め、地域の活性化を図るものである。6月 6日に村君公民館

にて、第 1回村君地区英語村推進委員会を開催した。今年度は、

4名に増員したＡＬＴの協力を得て、年度内に 10回開催する「友

遊プラザ」を軸に事業を推進する。 

 

 

報告事項 5、6について、生涯学習課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

報告事項5 

高校生インストラク

ター講座「透明骨格

標本作り」の開催に

ついて 

 

 

 

 

報告事項6 

令和元年度  羽生市

人権教育研修会の開

催について 

 

 

 

 

 

 

報告事項7 

令和元年度トップア

ス リ ー ト 育 成 事 業 

羽生市剣道教室の開

催について 

 

 

 

 

報告事項8 

第 32回羽生市陸上競

技記録会の結果につ

いて 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

地域の高校生が学生生活や部活動で培ったスキルを、講師とな

って地域に還元することで地域社会の活性化を図るものであり、

今年度複数回開催する高校生インストラクター講座の第 1弾とな

る。8 月 6 日に羽生第一高等学校にて、同校の科学部生徒 3 名を

講師として開催する。講座内容は、魚の骨格を観察し、染色液で

染めた標本を作製する。対象者は、小学生以上の市内在住・在勤・

在学者とし、20 名を募集する。参加費は 500 円である。 

 

 

この研修会は、市民ひとり一人が人権問題を正しく理解し、人

権意識の高揚を図る目的で、毎年実施しているものである。8 月

23 日に産業文化ホールにて開催する。今回は、流暢な山形弁で話

すアメリカ人で有名な、ダニエル カール氏を講師に招いて、「人

と人とのつながり」と題した講演を予定している。 

 

 

報告事項 7、8について、スポーツ振興課長から説明を求めた。 

 

 

未来のトップアスリートの育成を図るため、昨年度に引き続き

3 回目となる剣道教室を開催する。羽生市剣道連盟、羽生市体育

協会、羽生市剣道連盟及び羽生市スポーツ少年団本部等の協力を

得て、8 月 10 日に羽生市体育館にて開催する。指導者は、昨年

同様、県の剣道連盟に所属している山中茂樹範士八段をは

じめとする 4 名を予定している。参加対象者は、市内の小

学生、中学生、高校生、各団体の指導者、保護者である。 

 

 

5 月 19 日に、羽生中央公園陸上競技場にて開催した。参

加対象は市内の 5 年生以上の小学生及び中学生である。申

込人数は、実人数 222 名、延べ人数は 334 名であった。当

日は天候も良く、小学生の 1000ｍ(5 年生男子・女子、6 年

女子)では大会最高記録の更新に迫る好記録が出るなど、大

変盛り上がった。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

報告事項9 

児童文化講座「紙芝居

のえいちゃんによる楽

しい紙芝居＆紙芝居講

座」の開催について 

 

 

 

 

 

報告事項10 

「図書館・郷土資料館

まつり」の開催につい

て 

 

 

 

 

報告事項11 

ふるさと講座「板碑か

ら見た中世の羽生」の

開催について 

 

教育長 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

報告事項 9 から 11 について、図書館長兼郷土資料館長か

ら説明を求めた。 

 

 

例年 2 回実施している児童文化講座の 1 回目である。例

年は絵本の読み聞かせや学び歌を題材にしていたが、今年

度は視点を変え、紙芝居講座を実施することとなった。8

月 4 日に、羽生市立図書館にて開催する。講座の内容は、

幼児から小学生を対象にした紙芝居の実演、大人を対象に

した紙芝居の実演のほか、紙芝居に興味のある方を対象に

した紙芝居の演じ方についての講座である。講師には、紙

芝居を演じる会「ひょうしぎ」所属の尾花栄一氏を招く。 

 

 

開館 30 周年を記念して実施した事業を継続して実施し

ており、今年度で 4 回目を迎える。7 月 20 日に、羽生市立

図書館・郷土資料館にて開催する。内容は、郷土資料館が

主体となり昔の遊び体験、図書館が主体となり大型紙芝居

や人形劇、ボランティアによるおはなし会等を実施する。

また、第 1 回で好評だった朗読と琵琶の演奏を実施する。 

  

 

 「ふるさと講座」は、毎年、郷土羽生に関係のある歴史

的文化・遺産等について、県の博物館の学芸員等を講師と

して講座を行っているものであり、今年度は、羽生市内に

現存する中世の板碑についての解説から、羽生市の信仰と

郷土の歴史を知る機会とする。9 月 8 日に羽生市立図書館

において、講師に公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団の砂生智恵氏を迎え開催する。定員 30 名で、参加費用は

無料である。 

 

 

報告事項に関して質問・意見を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

 柿沼委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙瀬委員 

 

 

生涯学習課長 

羽生市英語推進地区事業について、詳しく伺いたい。 

 

村君公民館において年間 10 回、「友遊プラザ」を開催し、主

な活動としている。6月から 3月の各月、原則として第 3土曜日

に開催予定で、村君小学校ＡＬＴとフィリピン・バギオ市招致

ＡＬＴの計 4名が担当し、英語でコミュニケーションを図り、

楽しみながら英語に親しみ、少しでも英会話ができるようにな

ることを目的としている。子どもたちはもちろん、たくさんの

地域の方々に関わっていただいている。8月、9月、12 月、1月

は、英語圏で行われているハロウィン、クリスマス等の季節の

行事を取り入れながら活動している。参加者は村君地区が中心

ではあるが、今年度は、井泉地区、手子林地区の子どもたちに

も周知し、参加を募ることを考えている。 

 

「英語村」の事業は、はじめは村君地区の活性化協議会から

発展したもので、その後、子どもや初級者向けの英会話講座と

して継続している。関連して、岩瀬地区においても、グローバ

ルタウン英会話講座が始まり、上級者、初級者向けにコースを

分け、英語が話せる地区にしようと事業を進めている。 

 

事業のコンセプトで述べているとおり、村君地区は自然豊か

で地域を愛する心が強い地区である。村君小学校は文部科学省

より外国語を 1年生から学ぶよう指定を受けていることから、

学校教育課はＡＬＴの活用、生涯学習課は公民館活動の窓口と

なり、各課連携のもと英語を中心としながら、総合的に地域の

活性化を図ろうとしたことがこの事業の発端である。岩瀬グロ

ーバルタウン英会話講座は、「ちょっとだけ英会話」という講座

を開催したことがスタートだったが、事業が充実してきたので、

名称を変え、より英語の力をつける目的で講座を行っている。 

 

「友遊プラザ」では、毎年、村君うどん会の協力を得てうど

ん作りをする企画が好評であるが、今年度は予定しているか。 

 

今年度も、「うどんで英会話」の実施を予定している。 
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会議事件名 て ん 末 

 平野委員 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

岩﨑委員 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 高校生インストラクター講座の透明骨格標本はどのように作

るのか、伺いたい。 

 

 ホルマリンに浸けた試料の皮をむき、軟骨をアルシアンブル

ーという染色液で染めた後、消化酵素により筋肉等の組織を透

明にし、硬骨をアリザリンレッドという染色液で染め、防腐剤

を加えたグリセリンと共に瓶に詰める。できあがりまで多くの

手順と時間を要するため、ある程度の下処理をした試料を使っ

て講座を進めることになると思われる。 

 

 学力アップ羽生塾の塾生の人数が増えているとのことで、と

ても良いことだと思う。学習内容は、予習と復習とあるが、学

校の宿題を持ち寄るものなのか、個人の苦手なものを持ってき

ているのか、どのように学習を進めているか伺いたい。 

 

基本的には、子どもたちの個々の実態に応じて、苦手なもの、

高めたいものを、子ども自身が持ち込んだプリントやドリル類

を使って学習に取り組んでいる。子どもたちは同じ部屋で学習

しているが、個々の学習内容は違う。それぞれの苦手な所を伸

ばし、補っていく事を目的とした学習を進めている。講師は、

子どもたちをよく観察し、把握しながら指導をしている。学習

の様子を見て、これなら苦手を克服し、子どもたちの学力を伸

ばしていけると感じたところである。 

 

今年度開催初日の視察で、昨年も参加した子どもの保護者や

初めて参加した保護者から、今年度も学力アップ羽生塾が開催

され、ありがたいとの声もいただいた。 

 

 

報告事項については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

協議事項 1について、教育総務課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

日程第3 

協議事項1 

羽生市就学援助費支

給要綱の一部を改正

する要綱(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議事項2 

羽生市特別支援教育

就学奨励費支給要綱

の一部を改正する要

綱(案) 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

就学援助費とは、市内の小中学校に通う児童生徒がいる家庭

で、経済的な理由により学用品費などの負担の大きい保護者に

対して、就学に必要な費用の一部について援助をしているもの

である。生活保護を受給している世帯は要保護者、生活保護に

準ずる程度に困窮していると認められる場合は準要保護者とし

て認定され、就学援助費の支給対象者となる。この度、平成 31

年度の国の予算が成立し、就学援助費の支給経費の要保護者に

対する国庫補助金における学用品・通学用品費等の補助限度単

価の増額改定と、卒業アルバム代の追加があったことに伴い、

当市の支給額も増額する必要があるため、本要項を改正するも

のである。改正後の規定については、平成 31年 4月 1 日に遡っ

ての適用となる。 

 

 

協議事項 1について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

協議事項 1については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

協議事項 1は、承認された旨宣した。 

 

 

協議事項 2について、教育総務課長から説明を求めた。 

 

 

特別支援教育就学奨励費とは、市内の小中学校の特別支援学

級に就学する児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため

に、特別支援学級に通うためにかかる費用の一部を補助するも

のである。この度、平成 31 年度の国の予算が成立し、特別支援

教育就学奨励費の国庫補助金における、学用品・通学用品費等

の補助限度単価が増額改定となったことに伴い、当市の支給額 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第4 

議案第41号 

令和元年度羽生市学

校運営協議会委員の

委嘱について 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

も増額する必要があるため、本要綱を改正するものである。改

正後の規定については、平成 31 年 4 月 1 日に遡っての適用と 

なる。 

 

 

協議事項 2について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

協議事項 2については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

協議事項 2は、承認された旨宣した。 

 

 

議案第 41号について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

 

5 月定例教育委員会にて、各小学校の学校運営協議会委員の委

嘱又は任命については、議決をいただいたところであるが、手

子林小学校の 2 名について、追加で議決を求める。理由は、地

域住民としての委員を各地区の自治会長に依頼をしたところ、

前回会議の時点で、自治会長の改選前で、新たな自治会長が決

まっていない状況であった。今回、各地区の自治会総会が開催

され、自治会長が決まったことから、対象者 2 名を委嘱するも

のである。 

 

 

議案第 41号について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

議案第 41号については、よろしいか。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第42号 

羽生市学校給食セン

ター運営協議会委員

の委嘱又は任命につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第43号 

羽生市社会教育委員

の委嘱について 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 異議なしの声あり 

 

議案第 41号は、可決された旨宣した。 

 

 

議案第 42号について、学校給食センター所長から説明を求め

た。 

 

 

前委員の任期満了に伴い、関係団体から推薦された 12名を新

たに委嘱又は任命を行うものである。学校ＰＴＡ役員 3 名、識

見者 2名、薬剤師会役員 1名の計 6名は委嘱、校長会代表 3名、

食育主任代表 3 名の計 6 名については任命となる。任期は議決

の日から令和 3年 3月 31 日までである。 

 

 

議案第 42号について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

議案第 42号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 42号は、可決された旨宣した。 

 

 

議案第 43号について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

各団体から推薦された 19名に対し、新たに委員を委嘱するも

のである。うち 9 名が新任、10 名が再任である。任期は、令和

元年 7月 1日から令和 3年 6月 30 日の 2年間である。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第44号 

羽生市スポーツ推進

審議会委員の委嘱又

は任命について 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

議案第 43号について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

議案第 43号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 43号は、可決された旨宣した。 

 

 

議案第 44号について、スポーツ振興課長から説明を求めた。 

 

 

小学校・中学校体育連盟、スポーツ推進委員会の役員の変更

により 3 名を委嘱、市職員の人事異動により 2 名を任命するも

のである。任期については、前任者の残任期間とし、令和元年 6

月 12日から令和 2年 3月 31 日までである。 

 

 

議案第 44号について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

議案第 44号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 44号は、可決された旨宣した。 

 

 

議案第 45号について、図書館長兼郷土資料館長から説明を求

めた。 
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会議事件名 て ん 末 

議案第45号 

羽生市立図書館協議会

委員の委嘱について 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

前委員の任期満了に伴い、新たに 8 名の委員を委嘱するもの

である。1 名が新任、他の 7 名は再任である。任期は、平成 31

年 4月 1 日から令和 3年 3月 31 日までの 2年間である。 

 

 

議案第 45号について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

議案第 45号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 45号は、可決された旨宣した。 

 

 

次回教育委員会日程について、事務局より説明の旨。 

 

 

7 月定例教育委員会は、7月 31日 午後 1時 30 分より、教育

委員室にて開催する 

 

 

閉会を宣した。 

  

 

 

 

教育長                 

 

委 員                 

 

委 員                 

 

書 記                 


